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員災五屑年を§えて

販神大展災対策歴史学会連絡会代表幹事 ・奥村弘

震災から五年目に入りました。 1月11日にはマスコミで浪災の問題が大きく取り上げ

られ、いまだ被災地が大さな問題をかかえていることが様々な面から報道されました．

その,::¥.五年目にして、風化を危惧し、複災の経験をいろいろな形で未来に伝えること

の重要性が指摘されたことが、印象に残っています． ． 

阪神 ・淡路大震災とはいかなるもので、私たちの社会に何をもたらし．その経験がい

かに新たな問題を社会に提起しているのか．このような問題関心の持ちかたは歴史的な

ものであり、それだけに史料を記以 ・保存し．分析していくとぃう私たち歴史研究者の

役割は、いっそう瓜変になっていると思います． ・ 

史料ネットはこの間、発足以来の活動の総括を、従来の文化財保存運動と関連付けな

がら納力的に進め、史料ネットの活動について．ボランティア ・自治体などの勁さをも

含めた総括集の稿本を夏までには作成し、これを世に問いたいと思っています。それは、

なによりも歴史学という分野で、上述した1l11いに応えることになると考えているからで

す．また今年の 9月には、歴史学研究会の例会で、史料ネットの活動の歴史学的な意味

や、現英の地震の閉の史料保全のあり方を広く譲論していくことを予定しています。

さらに誤災資料の記緑保存については、阪神・淡路大震災記念協会や兵原県公節臥政

文料館部門（公文牲館的な機能を持つ）、 尼崎市や伊丹市などの自治体の担当部局と請

論を頂ねながら、その実現をはかってきています。また哀災で亡くなられた犠牲者の遺

族の方に対して聞き取りを行いたいという、防災研究者の極めて重い呼びかけについて

も、議論を爪ねてきています。しかしこの分野での活動はまだまだ緒についたところで

す．いろいろな形での沿動への参加の程、よろしくお願いします．

一方、保全した被災史料は、神戸大学保存分については、現在なお仮目鯰を作成中で

す．その最終的な保存先はまだ．決定していない状況です。埋謀文化財のIll!俎は、現在
囮災後の新たなピル群の建設が本格的に粁エされる状況となっており．予断を許しませ

ん．また製災後．いろいろな形で生まれた歴史研究者と市民を繋ぐ活動は．現在も縦続

しており 、史料ネットとしても．新年度にliiJけ、新たな展開を考えているところです．

本年も、沿実に活動を進めたいと考えています．ご支援をよろしくお顔いします．

』主四ネ ッ ト；釦勤支環寡金
名汲 阪神大震災対策歴史学会連絡会 口庄番号

（堕K四墨幽）
0 1 0 9 0 -7 -2 3 0 0 9『
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兵庫県教育委員 会 文化財諒

に対する申し入れと、想談

糸吉］翠 中 林陸之

兵庫県教委 ・神戸市教委への申 し入れ

史料ネットではこの間、兵卜氾県および神戸市

の教ff委只会文化財諜に対し、 l)災災l恩述特
別措近にもとづく埋汲文化財の発掘 ・謂査0)概

況と． 2) それにもとづく潤介報白笞の作成状

況． 3）迫蹄 ・辺物の保存状況などについて．

現状を知らせてほしい旨の巾し入れを行ってき

ました．

そして"lし入れの結果、昨年(1998年）11月10
日に 、兵庫県文化財課と上記の件に関する懇談

を持つこ とができました．懇談により兵Hi県よ
り得られた回答の概要は、以下の通りです

発掘饂査の概況と反省点について

1)および2) について．巽災関連の埋這文

化財発掘潤査の大部分について、年報形式で概

要を提示している．なお年洲は平成 7年股から

9年瓜分まで発行済みである．具体的な調査の

内容についてはこ れを参照してほしい．

なお震災関連の発掘謂在については、兵庫県

の妥研にもとづいて、多くの他府県から発掘 ・

調査の扱助担当者が1995~1997年度の 3年間に

渉り派迅された．しかし 、一般の浜災救扱活動

の場合と異なり、事業があってはじめて調査が

開始されるという埋文訊査の性格を県の方でも

十分考息 していたとは口えず．鮎呆的には．援

助担当者に困災1悶述の発！日喜業に従事してもら

うことができない場合がよくあった． この点は

反省点である と共に、今後の教頷としたい．

個別飼査報告書の作成について

また個別の発掘課査報告芍については、他府

県からの扱助担当名の担当事例を含めて、原則

として発蘭担当者からの沿望があった均合に作

成するという形をとった。具体的に担当者から

の骰告苔作成希預のあった遺蹄の事例としては、

二条九ノ坪遺跡（秤届） ．音谷窯跡（小野） 、

山本北坦内追跡（宝塚）などがあるが．これら

はすべて既に刊行した．

遺跡・遺物の保存につ いて

3)遺跡については．淡路の辺路述設に伴う

還路が保付され、平成12年度に報告裕も刊行さ

れる予定である。また川西加茂遺餅 （弥生集落

辺節）も現状保存された．そのほか尼崎城の石

垣も保存された。なお尼崎の武庫庄遺跡は市に

買い上げなどを指導したが結局保存はできず、

残念であった。今回発掘 した隣接地の畑として

残っている際分については、市に範囲指定の潤

査を指導し実施されたが、地表からの調脊だけ

だったので思うような成果はえられなかった．

充掘潤査もしたいが、この点は地権者の7承が

とれないので現状では無理である。

以上のような回答でした．

なお、神戸市に対する申し入れ ・懇談会の内

容につきましては、前回のニュースレターをご

参照下さい．

兵庫菜公館（県政資料館部門）を

訪問して 員場 義弘

天災は忘れた頃に・．●

f天災は忘れた頃に来る」という布名な蓄句

は、OO火大震災の悛事を「前代未聞J と表現し

た人びとに対して、寺田寅彦が、同様の災宙は

すでに江戸B3代にも経験しており 、たんに忘れ

られてしまったに過ぎないと批判したことに由

来する．つまり「人々は忘れ、同じ過ちを繰り

返すJことへの警句であった（外岡秀俊 r地及
と社会』みすず柑研 1997年）．

同じ過ちを繰り返さないためには、経験を蓄

積する努力が必要である．阪神 ・淡路大笈災に

ついては被災体験の記録化が活兒であるし．各

種団1本・組様では調査報告寄を作成するととも
に、ナマの迂料である設災記保の保存に取り組
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んでいる．

そういったなかで懸念されるのが公文苔の保

存である． というのも8本では公文書を保存し

活lllするというアーカイプズの思想が定屯して

おらず、その保存 ・公開が立ち遅れているとい

う現状があるからである．まして祖災という異

常’lt態のなかで作成された文台類は、文苔分類
及に定める f公文搭」とすら認められないかも

しれない。

史料ネット有志による兵庫県公館訪問

さて、昨年12月18日（金）、史料ネットの有志

が神戸市中央区の兵庫果公館内にある県政衰料

餌を訪れた．ilJiffJの目的は投災記録（公文困）

の保存状況を把設するためと、そもそも兵庫県

の文咎館行政がいかなる状況にあるのかを知る

ためであった．

この訪問が実現するきっかけとなったのは．

昨年II月に沖純で開催された全国歴史資料保存

利用機関連絡協議会（賂称・全史料協）全国大

会において、全体会報告を行なった史料ネット

の奥村弘氏に対して、 J0]大会に参加していた兵

趾県の担当戯貝から協力依頼の申し出があった

ことによる． 「一度米餌して欲しい」 との招き

に応じて、奥村氏が呼びかけて、 4I志による訪
問となったわけである．

屎政資料館の現状

公館内には兵庫県の歴史を紹介する 「雄滋兵

扉県の歩み」展示盗のほかに、 2つの常設展示

布と特別展示室 ・映写宜がある。いずれも立派

な施設であるが．以下で問題にしたいのは．住

民が地域の歴史や行政のあり方について．輿味

や問題関心をもって潤立 ・研究しようとしたと

きに、そうした期待に応えるだけの施設がある

かどうかということである．

果政資料館では、民間歴史資料と公文沿の円

方を所蔵 ・公関している．歴史沢料やOO連滋苔

は、兵庫県史編集室が所減していたものを．県

史編さん：1t菜終了にともなって引き継いでおり、
充実した内容をもっ．謂査 ・研究施設として大

いに魅力を感じたが、残念ながら布効利用され

ていない。未悠理状店のものが多く 、存在が知

られていないからである．

一般的にいって．自泊体史の事業が永絞化せ

ずに途切れた場合には、苑集史料や減l!lが散逸
するおそれがある．活い散逸が防げたとしても．

ll.!料の原所蔵者との関係は途切れるし、収笞の

努）Jをしなければ政杏の質は時間とともに低下

する。 『兵庫県史』編さんのnf業によって得ら

れた財産を、in化しされないまま失うことのな
いよう、 n1成すべきである．
公文書館としての問題点

公文古館としての機能は低副である。戦後の

公文也類は空調設｛前のある朽Jiltに納められては
いるが、ほとんどが非公開となっている．口料

Jl!1としては．整理を進めて公開できる範囲を拡

げたいのだが．そのためには個々の文笞につい

て原課と相談する必要があるら しい。 公l;il．非

公開の決定権が没料印にないという問題の根底

には．現用期限の過ぎた公文笞はすぺて頁料館

に移管されるという原則が、今も葎立していな

いという本質的な問題がある．

そのような条件の下でも、資料郎の職且は改

菩の努力をされているし、とくに展災関係のも

のについては、各課に保存を呼びかけるなどし

ている。けれども制度も十分整わないなかで．

＼り任 2人．嘱託4人という少ない人員では、公

文苔館機能を充実させようとしても、困薙に直

面せざるをえない．

今稜の協力関係に向けて

史料ネッ トは、これまで行政とも協）J関係を

築きつつ、披災した歴史汽料の保全問囮に取り

組んできたが、製災記録の保存にも関心をもっ

てきた．兵庫県から策災誌の紺纂を委託された

（財）21世紀ひようご創造協会（現在、その4t業

は阪神 ・淡路犬俎災記念協会に引き継がれてい

る）との共舷で頃災孜料の保存と紺纂に関す

る研究会J (1996年2月と10月）を開倣したほ

か、独自に研究会を開くなどして検討している．

また、 21世紀ひようご創造協会へのポランティ

ア・アドパイザーの紹介や史料所在訓査 • 閲き

取り躙査守の共同実施、阪神・淡路大紺災記念協

会の実施する内邪研究会への史料ネッ ト関係者

の参加 ・協力など．日常的な情報提供も含めた

協力関係を染いてきている．

県政汽科困も、 21世紀ひようご創造協会や阪

神・淡路大因災記念届会と同様．専門的な立場か

らの肋百 ・協力を求めている。史料ネットとし

ても、これまで蓄積してきたノウハウをもとに

アドバイスや助力を提供し、県の貞料餓事業が

災のあるものに発展するよう協力 して行きたい．

当面は．沢料阻との慇談の埠を再度持ちたいと

考えている．
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叫
ざ

一丘、 続売新聞1998年（平成10)

II月4 日夕刊4版 14面（社会函）

i ←ド、 朝日斬聞1999年（平成11)

1月l5 A 13版 18面

特集記事「阪神大震災から 4年

栢り続ける無言の証人Jより

・ 要災•まちのアーカイプ
アーカイブとは「史料保ぜ
所」の窟はだo避珈沼液般住
宅の物資祀経やチラシなど、窪
災五怯の様子を伝える初期資料
の保存をするほか、困誤談の凹

き取りをしている。
却 3月に発足。神戸市炎I
区の出務所にも資料はあるが、
「内容を知っている人にt,?って
いてほしい」と「現地保存」を
茄木とする。とこにどんな資料
がある力）をまとめる計画もあ
る。だが、手也きのメモやノー
トなどはふとした虔会に捨てら
れがちで、代安の李村範江さん
(50)は 「将来のために残す哀 ・
昧を理解してもらうのが甦し
い•メンバー同士でも、 常に保
存の大切さを話し合っていま
すJと話す。

-
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■文諏面幸
墨田芙酋 •福重綾子 f特 紺 阪神・淡路大雲災における文書等所蔵施設細害調査アンケート哭柁

結果報告 II」 9文書萱理通償』40号 (1998年9月）

達脇明子「あおぞら財団 f公害経験の伝承・情報発信J事菓活動報告ー大気汚染公害槍害者運動

関係資料の保存活動の現状と繹雌ー』 9地方史研究』 48-5(275)号 (1998年10月）

佐々木和子 「震災資料ー記銭保存問題について」

辻Ill敦 「歴史資料ネッ トワークによる版神 ・淡路大震災被災史料の整理 ・活用J

以J:2紺、全史料t8,9E註と史科』9号 (I998年I0月）

八木滋「近世前中期米谷村の土地所持状況について一和田家の状況を中心に一』

宝塚市教育委員会社会教育課 （直宮逝ー） 「阪神 ・淡路大震災と宝塚市の文化財J

以上 2紺、 『市史研究紀萎たからづか』 15号 (I998年 II月）

•取り 組み報告とお知らせ
◆史料ネットの活動総括と報告書編集

史料ネットでは、引き続き活勁の総括と． 「活勁報凸古」の内容検討、紺巣の作業に取り組

んでいます。具体的には．昨年夏の岡山での合宿会議以来の 2回目となる検討会議を．去る 1

月15日（祝）に実施しました．ヮーキンググ）レーブから、現在のIIJ秘状況と今後の総論編等原

桜作成方針．検討課題や見通しなどが報佑され、協議を行ないました。これまでの、主として

史料ネット内部で行なわれてきた検討作菜に加えて．今後は大阪歴科t8例会 (5月予定）、開

史学研究会例会 (9月、東京で1Jll催予定）など学会レペルでの検討の場を設けることが予定さ

れています．

なお、同日は史料ネッ トの今後の方血性についても協議を行ないました．当面．l999年度一

杯は現状の体制で取り糾みを継続してい く予定であり．そのことを前提に以下のような慈見が

出されました．

・史料ネットは元来、学会連合を母体に地元研究者・学生・市民などが参加し、震災対応に取

り組んできた．活勁の中で取り組む対象も震災から、広く史料保存・歴史研究と地域・社会

をめぐる苔llil的な課題へと広がってきている．

• 以上のことを前提に、次の諸点が今後問題となってくるであろう ．①学会連合としての体制

のあり方、 NPO的組誼形謡をどう考えるのか、②課題の醤き方＝震災と舒退的課穎の関係、

③これらと関連して恒常的運動体をめざすのか、あくまで震災復興にリンク した期間駅定な

のか、④いずれを逍択すると しても取り組みの財政的基盤をどうしていくのか．

・上記を検討しながら、当ilii(I 999年度）は現在の休制 ・枠組で活動を続けていく．そのうえで、

祖災はI0年スバンの長期の取り組みを必要としており 、それに対して史料ネットは具体的に

何に取り組んでいるのか、その慈義も含めてきちんと説明し、歴史学界をはじめ広く外部の

理舷を徘ていく ことが必要である．現状では、かならずしも理解されていない．

・被災地のみならず、各地の史料の危機管理に役立つ実践的ノウハウをま とめ情報発信してい

くことが、設災に対応 して出発した団体としての一番出本的な貢務を果たすことになる．

・史料ネットの取り組みを通してlllJわれているのは．史料・文化財保存を歴史学界が担えるの
か、その区に市民や行政．社会との関係はどうあるべきなのか、ということである．この大

きな課題にこたえていくためには．どのような糾織的活動形延 • 取り組み内容を選択するに

しても、史料ネットの線緞的なノウハウを存続し、共有のものとしていく必要がある．

◇全史料協大会

前号で紹介したとおり、昨年開催された全史料協第24回大会の全体会 (II月1狂J.於沖縄）

において．奥村弘・ 史料ネッ ト代表幹事と佐々木和子氏（阪神 ・淡路大頌災記念協会）が f現

代社会における地域史・料保全の諜赳一阪神 ・淡路大須災が問いかけたことJと遁する共lu1報缶

を行ないました。報告者の佐々木さんから．次のようなコメントが寄せられています．
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［佐々木和子さんからのコメント］ 阪神 ・淡路大笈災記念協会の事業は、現実と同時進行の

貸料収渠・保存という．前例の乏しい手探りのものであるだけに、全史料協や伺近畿部会例会

を通して岱られる情報を．いろいると参考にさせていただいています．

今回の全史料協大会で、沖縄と俎災が全体会テーマとして取り上げられたのは．この両者と

も共通して．その時代を生きる人々が祈り伝えたいという思いをもっている、そこから出兒し

ているという部分があるからだろうと思います。しかしながら大会では、その思いを伝えるも

のと しての＂資料収集 ・保＃’.のあり方、同昨代に生きる者として＂歴史頁 料になるかもしれ

ないもの”とどう付き合っていくのか、というところまで深められなかったことが残念でした．

ただ私としては．大会への参加を含む沖純訪問によ って、体袋したことを伝えたいという沖

縄の人たちの思いにふれ、歴史と史料保存に取り糾む似点に接することができ、そのこと自体

が大変毀里な経験でした．大会後．いくつかの全史料協会且遭関に、業務、ヒ必炭な梢報や迂料

の提供をお穎いしたところ．大会報告を礼えてくれていて、こころよく協力していただきまし

た．そのことも．今回大会報告をさせていただいたことの．布漱義な1111茄物だと俎っています．

◆公害資料保存、記餞化の取り組み

探氾の庫業に取り組むあおぞら財団（西淀川・公山地域丙生センター）は． I998年 II月16日、

尼崎市中小企菜センクーにおいて調査研究グルーブヒアリングを開催しました．これは、特殊

法人公苔健康被害補償予防協会の委託を受けてllりでを進めるあおぞら財団が．紅敷、尼崎、大
阪． II.YB市．川崎各地域の公苔披出者運動関係者を集め．朴門ぶのアドバイスを得て事菜の具

体化を行なうために災施したものです．さらにI999年 1月20日には、西淀川公宙訴訟弁護団り［

務所において、同弁護団毀料の保存について検討する研究会を開催しました．両研究会とも小

山に志氏．芝村篤樹氏、小田成徳氏をはじめとする近代史研究者、史料ネッ トlltl係者が参加、

今後もり1き続き、公宙資料保存、記録化の収り組みに対して協力していく予定です．
このほか、尼崎では横山澄見氏（尼崎昴iii.自治体問題研究所．尼崎軟後史は1き取り研究会

会n)を中心に、 43碍船公害反対運勁関係者からの問き取りや史料調査も絞けられており、少

しづつではありますが．取り組みが前に進みつつあります．．

◇拷名荘遺跡を学ぷ会

尼崎iII潮江地区 (.IR尼崎訳北饂） ．の再開発屯業にともない出土した猪名荘遺跡について．

住民が学びながらまちづくりへの話用を採る 「猪名荘迫蹄を学ぷ会）は、毎回、メンバーが次

は何を学びたいと考えているのか、という間遁関心に沿って例会を設定しています． I998年12

月 4日は「歴史を生かしたまちづくりJと題して地元の再謝兒災施主体であるアミング開発

（株）のダ1本俊平氏が埠淡、 I999年 2月 5日は「猪名の地名の由来をめぐってJと超して立令

館大学講師の店摂明裕氏が謂荻しました。いずれも会場は小田公民館、参加者は10数名でした．

今後は、これまで5回の研究会で学んだことを振り返りながら ．何かワーキング的なことに

取り組む新たなステップを考えていこうと、話し合っているところです．

♦尼績戦後史聞き取り研究会
尼崎戦後史聞き取り研究会のI999年 1月27日例会では、 新 「尼崎市史J調究貝として策災体

験の間き取りに取り組むせ柑闊氏が報告．参加如こは被災者や史料ネットIJ!I係者も多く、さら

にはマスコミ関係者も出席しており．震災体験をめぐって沿発な議論が展開されました．

次回は、2月24日（水）午後 6時30分から尼崎市立地域研究史料団にて、森下徹氏による f教

職貝糾合迎動と地域社会一尼教組文苔の紹介を兼ねて一Jと題する報告がある予定です．

◇コロンピア地震への義猛金協力のお願い

附米コロンピアで地俎が発生し、大きな被“があったことは、報道されているとおりです．

このコロンピア地縫への義援金について、協力依頼メールを発倍者の了解を得て転載します．

鹿児品大で学ぶコ ロンピア留学生 VladimirPuentes Granadaさんからのものと、それに添付さ

れた大谷敬亨さん (I日大学国悶交滋会館チューター）からのメールです．大谷さんから、・大阪

市大出身の本城さんを経rt1して、史料ネット運営委且の中林怪之さんの元にIiiiいたものです．
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阪神 ・淡路大痕災の因は、私たち も国際的な支援をいただきました．コロンピアの被災省の

皆さんへの暖かい援助をお穎いします（メールは地紺発生直後に発信されたものです）．

［大谷敬亨さんからのメール］コロンピア中洒部のコーヒー生産地帯でマグニチュー ド6.0の地復

が充生！！ 手短に話すとコロンピアで阪神大震災に近い地俎が起きま した。もっ とも、田合で

しょうから．被社は阪神大俎災のときより少ないといえども、大変なようです．もしよければ．

他のお友達にも伝えてください．さらによければ、裟援金の振り込み先も者いてますので、よ

ろしくお面いします．本学のコロンピアからの留学生の応扱です。 fiコーヒー代を少しがまん

して．支援してはもらえませんか。それと．多くのメールフレンドにもこのことを伝えてもら

えれば、ありがたいです． これは．コロンピア大使館が開いている口彩です．

く義援金振込先 富士銀行 目黒支店 口座番号Zl31771 コロ ンピア救済＞

[Vladioir Pu●nles Cranad• さんからのメ ール］ Dea r Friends! Jell, as you ••v bc kno• 
thcrc賓asan earthquake in Colombia. 11 was of 6 points in the Richter scale, and 

じauseda lot or damage in Central Colo●bia, where the coffee is produced. Armenia, 

a state capital city,・ilh more or less 400,000 people is 40l destroyed and Pereira. 

another state Capital City • i l h the saoc J>opulalion is hardly da●aged too. 
For this one. is its second earthquake. because in 1995. lhe city was also 

seriously da田aged.Uni i I no•. there are 523 people dead or fiじially reported. and 
薗orelhan 2000iniured people. They are slili looking under the fallen houses and 

bui I dings. 

Besides other probl e•s •c have (well koo,・o because that's the only ne曹synu hea r 
about Colo●bia), we have to deal_ •it b the strength or Nature. We koo冒 webelong 10 
the famous pacific lire belt. but anyway an earthquake Is unpredictable... 

No•. I a● t ry i ng to rind a胃ay10 help... For ins lance. our●●bassy has opened a 
bank account in FIil I BANK, Accounl Nu●her 2131111 COLOMBIA KYSAI SUCULSAL MEGURO. 

11 doesn't●alter how much you can give. Jusl a little help is more lhaa enough, 

Japan has already senl a rescue te●●腎ilh34 people to help there and some olher 

I h I ngs. I have Io say TIIA~K YOU VERY MUCH ! ! ! 
Thank you for the help you can give us. Best regards. Vladimir 

■"News Letter"郵送購読受付のお知らせ
* "News Letter"の部送悶絞山し込みを受け付けています。年1iIl4号分を、送料500円で郵
送購旋できます。ご希気の方は、史料ネット’JI務屈までお申し込みください．

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

女このニュースは，NIFTY-Serveの歴史フォーラム ・歴史館 2番会謀完

r地域史情報玄Jに．．．竹根崎新地のひろ＂さんに転載していただいています．
＊史料保存関係のホームページrArchivislio JapanJを開設している小林年春さん

のご協力によ り，史料ネ ットの情報を同ホームベージに掲戟していただいています．

hI I P :II冒ww.asahi-net. or. iPFho71-khys/archivisls/または
http://•c•bcr. nifty. oc. jp/arcbivists/ 
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